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山形県から採集された国内 2例目のコモリクラゲ（新称）
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Abstract.　Fifteen specimens of small hydromedusae Eucodonium brownei were collected from Yamagata Pre-
fecture, eastern Japan. This species has been reported from Toba Bay, Mie Prefecture, western Japan. This study 
represents the first record from Yamagata Prefecture, and also the second record in Japan for this species.
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（要約）
　ヒドロ虫綱の一種である Eucodonium brownei が山形県で 15 個体採集された．これまで，本種の
国内における報告例は三重県鳥羽湾に限られていた．本報告は Eucodonium brownei における山形県
からの初記録であり，日本周辺海域における 2 例目の記録となる．

はじめに

Eucodoniidae は Eucodonium の 1 属 か ら な る 単
型 の 科 で あ る (Schuchert, 1996; Wang et al., 2019)．
傘高は 1 mm 程度で，口柄の中央部からクラゲ
芽 を 出 芽 す る こ と が 特 徴 で あ る．Eucodonium
は E. bitentaculatum Xu, Huang & Guo, 2016，E. 
brevistyle Xu, Huang & Lin, 2016，E. brownei Hartlaub, 
1907，E. crassonemalis Xu, Guo & Lin, 2019，E. 
longitentaculatum Xu, Huang & Wang, 2016 の 5 種 が
しられる (Schuchert, 2009; Lin et al., 2016; Wang et al., 
2019)．

Eucodonium brownei は他の Eucodonium の種と異
なり，4 本の触手をもち，それらの先端に大きな刺
胞塊をもつことが特徴である (Schuchert, 1996)．本
種は地中海，日本，大西洋，ニュージーランドに生

息し (Kramp, 1961; Schuchert, 1996)，日本国内では三
重県鳥羽湾からのみ報告がある ( 堀田，1996)．本
研究では山形県沿岸にてE. browneiを採集したので，
山形県初記録および国内における 2 例目の記録とし
て報告する．また，科と属，種の和名がなかったた
め，これらを新たに提唱した．

材料と方法

2019 年 6 月 21 日および 7 月 8 日に山形県鶴岡
市加茂離岸堤周辺と加茂港にて表層を漂っていた
Eucodonium brownei を計 15 個体捕獲した．クラゲ
は玉の柄の先端に観賞魚用ネット (25 × 19 cm, 目
合い 0.2 mm) を装着したものを水面直下で無作為に
曳きまわすことにより採集した．捕獲したクラゲ
は実体顕微鏡下 (SZX16, OLYMPUS) で形態観察お
よび写真撮影を行った . 形態観察は Schuchert (2009) 
に従った．傘高と傘径は写真撮影した画像をもと
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に ImageJ (Schneider et al., 2012) を用いて 0.1 mm ま
で計測した．形態観察後，クラゲは塩化マグネシウ
ム飽和溶液を滴下して麻酔し，3% 中性ホルマリン
海水で固定した．標本は黒潮生物研究所標本 (KBF) 
として所蔵されている．また，環境データとして
表層水の水温と塩分を棒水温計および手持屈折計  
(MASTER-AS/Mill α, アタゴ ) を用いて測定した . 

結　　果

Eucodoniidae Schuchert, 1996
コモリクラゲ科 ( 新称 )

Eucodonium Hartlaub, 1907
コモリクラゲ属 ( 新称 )

Eucodonium brownei Hartlaub, 1907
コモリクラゲ ( 新称 )

(Fig. 1)

標本　KBF-M 21, 2019 年 6 月 21 日 , 山形県鶴岡市
加茂離岸堤近く．採集者：佐藤智佳．水温と塩分は
測定せず．2019 年 7 月 8 日，山形県鶴岡市加茂港．
採集者：戸篠祥．水温 23.2℃，塩分 34．採集個体
は飼育を試みたが死亡したため，標本なし．

記載　傘は釣鐘状で透明．傘の側面は薄く，傘頂部
はわずかに突出する (Fig. 1A, B)．傘高は 0.5–1.1 mm 
( 平 均 0.9 mm; n=9)， 傘 径 は 0.4–0.7 mm ( 平 均 0.6 

mm; n=9)．外傘は滑らかで刺胞塊はみられない．放
射管は 4 本，胃から傘縁に向かって伸長する (Fig. 
1C)．環状管は単純で細い (Fig. 1D)．口柄は円錐形
で，傘高の約半分の長さに達する (Fig. 1E)．口柄基
部によく発達した口柄支持柄が備わる．口唇は丸み
を帯びる．口柄の中央部からクラゲ芽が 1–4 個出芽
する．触手基部にある傘縁瘤はやや膨らみ，黒色あ
るいは濃紫色の色素がみられる (Fig. 1F)．眼点はみ
られない．触手は 4 本，先端に楕円形の瘤を 1 個備
える (Fig. 1G)．

分布　本種はイギリス海峡 (Browne, 1896; Hartlaub, 
1907; Franc, 1951; Russell, 1957)， フ ェ ロ ー・ シ ェ
トランド海峡 (Fraser, 1974)，デンマーク (Kramp, 
1927)， 地 中 海 (Neppi & Stiasny, 1913; Picard, 1955; 
Brinkmann-Voss, 1970; 1987; Goy, 1973; Daly et al., 
2003; Medel & López-González, 1996)， カ デ ィ ス 湾 
(Goy, 1982)，ブラジル (Vannucci, 1957)，ウルグアイ，
アルゼンチン (Genzano et al., 2008)，ニュージーラ
ンド (Schuchert, 1996; Bouillion & Barnett, 1999)， 日
本 ( 堀田，1996; 本研究 ) から記録がある．

備考　コモリクラゲ属の模式種はコモリクラゲ
Eucodonium brownei であり，本種を含め 5 種がしら
れている (Schuchert, 2009; Lin et al., 2016; Wang et al., 
2019)．本属は以下のような特徴を示す．傘は釣鐘
状で，傘頂部が突出しない，あるいはわずかに突出

Fig. 1.  Eucodonium brownei. A. live, B–G. fixed. A, B. lateral view. C. apical view. D. oral view. E. manubrium. F. tentacular bulb. G. 
tentacle. Scale bars: A. 0.2 mm. B–D. 0.5 mm. E–G. 0.1 mm.
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する．外傘刺胞塊はみられない．口柄は円錐状の口
柄支持柄から伸びる．口は四角形で，刺胞を備えた
不明瞭な口唇を 4 つ備える．放射管は 4 本，環状管
を備える．生殖巣は口柄を完全に取り囲む．クラゲ
芽は口柄から生じる . 幅広い縁膜を備える．間軸上
にある傘縁瘤は 2 個あるいは 4 個．触手は 2 本ある
いは 4 本，触手先端に膨らみをもつ，あるいはもた
ない．眼点を欠く．
　 か つ て コ モ リ ク ラ ゲ 属 は ク ダ ウ ミ ヒ ド ラ 科
Tubulariidae やオオウミヒドラ科 Corymorphidae, ま
たは有頭亜目 Capitata の所属未定の科とされてきた 
(Kramp, 1961; Brinckmann-Voss, 1970; Petersen, 1990). 
しかしながら，コモリクラゲ属は有頭亜目におい
て特徴的にみられる刺胞の一種 stenotele をもたな
いことから，有頭亜目に所属させるべきではない
とされた (Picard, 1955)．また，Picard はコモリク
ラゲとコツブクラゲ Podocorynoides minima (Trinci, 
1903) は互いに近縁であると考えたが，触手先端
の形状や口触手の有無に違いがあることを指摘し
ている (Schuchert, 1996; 2006)．以上の点を根拠に，
Schuchert は新科 Eucodoniidae を設立した．
　コモリクラゲは Browne (1896) によりイングラン
ドのプリマスにて採集され，Hartlaub (1907) によっ
て新種記載された．今回，山形県で採集された標本
は口柄の中央部に 1–4 個のクラゲ芽が出芽し，触手
先端に楕円形の瘤を 1 個備えており，原記載標本お
よび三重県鳥羽湾産標本の形態的特徴とよく一致し
た．

本研究では E. brownei は 6 月から 7 月に採集され
た．三重県鳥羽湾では 4 月から 5 月，年によっては
8 月から 9 月に採集されている ( 堀田 1996)．また，
地中海では 1 月および 5 月から 11 月 (Bouillion et 
al., 2004)，ニュージーランドでは 12 月および 2 月
から 3 月に確認されている (Bouillon & Barnett, 1999; 
Schuchert, 1996)．Brinckmann-Voss (1970) は 水 温 が
20℃から 13℃へ低下することにより，クラゲ芽の
出芽が停止することを観察している．このことから，
本種は山形県沿岸では水温が 20℃以上に上昇する
6 月から 9 月は出芽による無性生殖を行い，水温が
20℃以下に低下する 10 月から 12 月 ( 山形県水産研
究所，2020) にかけて成熟し有性生殖を行うと推測
される . 
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